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大橋崇行　文学の通俗性と「文豪」

一　
「
文
豪
」
ブ
ー
ム
と
文
学
受
容
の
「
通
俗
」
性

　

二
〇
二
二
年
現
在
で
は
比
較
的
落
ち
着
い
て
き
た
も
の
の
、
二
〇
一
〇
年
代

に
は
、「
文
豪
」
ブ
ー
ム
と
呼
ぶ
べ
き
現
象
が
た
し
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
心

と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
マ
ン
ガ
雑
誌

『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
で
連
載
が
開
始
さ
れ
た
、
朝
霧
カ
フ
カ
原
作
・
春
河
35
作

画
「
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
」（
以
下
、「
文
ス
ト
」）
と
、D

M
M

 GA
M

ES

が
二
〇
一
六
年
十
一
月
か
ら
配
信
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス

ト
」（
以
下
、「
文
ア
ル
」）
で
あ
る
。

　
「
文
ス
ト
」
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
六
月
、
十
月
か
ら
十
二
月
、
二
〇

一
九
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
が
放
映
さ
れ
た

ほ
か
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
劇
場
版
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
、
女
性
を

中
心
と
し
た
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
島
敦
、

太
宰
治
、
芥
川
龍
之
介
と
い
っ
た
「
文
豪
」
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ
た
作
中

人
物
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
い
た
小
説
の
題
名
を
冠
し
た
技
で
戦
う
と
い
う

バ
ト
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

一
方
の
「
文
ア
ル
」
は
、
ゲ
ー
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
が
「
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
」
と
呼

ば
れ
る
特
殊
能
力
者
と
な
っ
て
「
国
定
図
書
館
」
に
派
遣
さ
れ
、
文
学
の
力
を

持
っ
た
「
文
豪
」
た
ち
を
転
生
さ
せ
て
戦
う
こ
と
で
、
本
の
世
界
を
破
壊
し
よ

う
と
す
る
侵
略
者
た
ち
に
抗
う
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
も
放
映
さ
れ
た
。「
文
ス
ト
」
が
実
際

の
「
文
豪
」
た
ち
や
小
説
テ
ク
ス
ト
と
は
ほ
と
ん
ど
拘
わ
り
が
な
く
名
前
だ
け

を
借
用
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
文
ア
ル
」
の
ほ
う
は
作
家
の
事

跡
を
丹
念
に
調
査
し
、
ゲ
ー
ム
内
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
に
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
制
作
拠
点
が
あ
る
金
沢
市

の
金
沢
文
化
振
興
財
団
を
は
じ
め
、
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
、
菊
池
寛
記
念
館
、

小
樽
文
学
館
、
漱
石
山
房
記
念
館
、
さ
い
た
ま
文
学
館
な
ど
各
地
の
文
学
館
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
新
潮
社
が
『「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ

ス
ト
」
文
学
全
集
』（
全
二
冊
、
二
〇
一
七
～
一
八
年
）
を
刊
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
１
）。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
の
『
日
本
古
書
通
信
』
に
お
い
て
ゲ
ー

ム
の
ユ
ー
ザ
ー
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
作
家
の
手
に
な
る
古
書
を
グ
ッ
ズ
的
に
収

集
す
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
に

よ
る
文
学
テ
ク
ス
ト
の
受
容
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
２
）。

　

こ
れ
ら
二
つ
以
外
に
も
、
近
代
の
作
家
や
テ
ク
ス
ト
を
用
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ

文
学
の
通
俗
性
と
「
文
豪
」

　

─
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
小
説
家
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
そ
の
受
容

─
大

橋

崇

行
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が
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
は
数
多
く
見
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
各
巻
ご
と
に
作
家
と
小
説
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
の
テ
ク
ス

ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
物
語
を
展
開
し
た
竹
岡
美
穂
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
〝
文
学

少
女
〟
シ
リ
ー
ズ
（
二
〇
〇
六
～
一
一
年
）
や
、
近
代
文
学
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
翻
案
し
た
「
青
い
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
（
二
〇
〇
九
年
）、
萩
原
朔
太

郎
『
月
に
吠
え
る
』、
北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』、
室
生
犀
星
『
抒
情
小
曲
集
』、

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』
と
い
っ
た
、
詩
人
と
そ
の
詩
人
の
手
に
な
る
詩
集
や

歌
集
を
擬
人
化
し
た
マ
ン
ガ
で
あ
る
清
家
雪
子
「
月
に
吠
え
ら
ん
ね
え
」（
二

〇
一
三
～
一
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
二
〇
一
五
年
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る

ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
「
文
豪
シ
リ
ー
ズ
」（A

IR A
GEN

CY

、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー

ク
ス
）
は
、
ス
ピ
ン
オ
フ
で
あ
る
千
船
翔
子
に
よ
る
マ
ン
ガ
版
『
文
豪
失
格
』

（
二
〇
一
五
～
一
七
年
）
の
監
修
を
一
柳
廣
孝
が
手
が
け
る
な
ど
、
近
代
文
学

研
究
の
成
果
と
も
接
続
し
て
い
る
。
ま
た
実
写
映
像
で
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映

画
で
展
開
し
た
「BU

N
GO

　

日
本
文
学
シ
ネ
マ
」
シ
リ
ー
ズ
（
二
〇
一
〇
～

一
二
年
）
や
、
太
宰
治
生
誕
百
年
と
し
て
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」「
斜
陽
」「
ヴ
ィ

ヨ
ン
の
妻
」「
人
間
失
格
」
が
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
次
々
に
映

画
化
さ
れ
る
な
ど
、「
文
豪
」
ブ
ー
ム
と
呼
ぶ
べ
き
状
況
が
展
開
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
行
に
つ
い
て
服
部
こ
の
み
は
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
特
に
集
英

社
文
庫
が
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
小
畑
健
に
、
樋
口
一
葉

『
た
け
く
ら
べ
』
を
河
下
水
希
に
、
中
原
中
也
『
汚
れ
っ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
に

…
』
と
宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
浅
田
弘
幸
に
依
頼
し
た
こ
と
で
売
り

上
げ
が
急
増
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
（
３
）。

ま
た
大
杉
重
男
は
、

「
文
ア
ル
」
を
中
心
に
、
こ
う
し
た
ブ
ー
ム
の
受
容
者
が
「
Ｂ
Ｌ
萌
え
の
女
性

た
ち
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
４
）。

こ
の
他
、
二
〇
一
八
年
三
月
十
七
日
に
開
催
さ

れ
た
横
光
利
一
文
学
会
第
十
七
回
大
会
の
特
集
「
文コ

ン
テ
ン
ツ

化
資
源
と
し
て
の
文
学
」

に
お
い
て
「
文
ア
ル
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
本
稿
の
基
と
な
っ

た
二
〇
一
八
年
度
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
の
特
集
「
ア
ダ
プ
ト
さ
れ
た
文

学
の
可
能
性　

平
準
化
す
る
人
文
知
の
受
容
現
象
を
問
う
」
で
は
、「
文
ア
ル
」

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
谷
口
晃
平
を
交
え
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
文
豪
」
ブ
ー
ム
の
状
況
が
喚
起
す
る
の
は
、
文
学
を
通
俗
的
に
受
容
す
る

こ
と
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
通
俗
性
を
め
ぐ
る
議

論
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
六
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
近
代
文

学
』
第
七
十
四
集
の
特
集
「
文
学
に
と
っ
て
〈
通
俗
性
〉
と
は
何
か
」
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
七
十
二
集
で
、「「
通
俗
文
学
」
や
「
通
俗

小
説
」
は
そ
れ
自
体
で
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。」

と
い
う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
（
５
）、

読
者
論
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
な
ど
を
含
め
た
新

し
い
視
点
に
よ
る
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
松
原
真
が
仮
名
垣

魯
文
「
高
橋
阿
伝
夜
叉
譚
」（
一
八
七
九
〔
明
治
十
二
〕
年
）
に
お
い
て
裁
判

記
録
や
法
律
と
い
っ
た
公
的
な
文
章
が
「
通
俗
化
」
す
る
過
程
を
論
じ
た
り
（
６
）、

鬼
頭
七
美
が
菊
池
幽
芳
「
己
が
罪
」（
一
八
九
九
〔
明
治
三
十
二
〕
～
一
九
〇

〇
〔
明
治
三
十
三
〕
年
）
に
お
い
て
、「
批
評
界
」
で
は
な
く
「
一
般
普
遍
の

人
士
」
と
い
う
よ
り
広
い
「
読
書
界
」
に
小
説
を
発
信
す
る
と
い
う
あ
り
方
が

見
ら
れ
る
問
題
を
指
摘
し
た
り
（
７
）と

い
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
論
じ
る
対

象
と
し
て
は
あ
く
ま
で
「
通
俗
文
学
」「
通
俗
小
説
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
現
代
の
「
文
豪
」
ブ
ー
ム
が
示
す
の
は
、
こ
う
し
た
「
通
俗
文
学
」
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「
通
俗
小
説
」
と
対
置
さ
れ
て
き
た
文
学
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
へ
と
連
な
る
系

譜
に
お
か
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
群
や
、
そ
れ
ら
を
手
が
け
た
作
家
の
「
通
俗
」

的
な
受
容
の
様
態
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
受
容
の
あ
り
方
は
、
け
っ
し
て

現
代
に
の
み
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
明
治
期
か
ら
文
学

に
は
そ
う
し
た
側
面
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、「
文
豪
」
と
い
う
用
語
自
体
が
、
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
そ
も

そ
も
文
学
の
通
俗
性
を
内
包
し
て
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
ま
ず
は
明
治
期
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
「
文
豪
」
と
い
う
用
語
が
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
広
が
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
そ
の
際
に
、「
文
豪
」
と
い
う
用
語
が
ど

の
よ
う
な
文
脈
を
抱
え
て
い
た
の
か
を
、
雑
誌
や
新
聞
と
い
っ
た
活
字
メ
デ
ィ

ア
で
編
成
さ
れ
た
諸
言
説
か
ら
読
み
取
っ
た
上
で
、「
文
豪
」
言
説
に
見
ら
れ

る
文
学
受
容
の
様
態
と
、
そ
こ
で
の
通
俗
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
進
め

て
い
き
た
い
。二　

「
文
豪
」
の
広
が
り
と
「
少
年
」
読
者

　

ま
ず
、
熟
語
と
し
て
の
「
文
豪
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
、
た
と
え
ば
朱
熹
『
宋
名
臣
言
行
録
』（
宋
代
）
巻
四
「
楊
億
」
に
お
い

て
「
頃
刻
之
際
、
成
数
千
言
、
真
一
代
之
文
豪
也
。」
と
あ
り
、
わ
ず
か
な
時

間
で
多
く
の
言
葉
を
文
章
を
書
い
た
こ
と
に
対
し
て
、「
一
代
之
文
豪
」
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
用
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
ず
、
清
代
に
入
っ
て
か
ら
『
四
川
通
史
』（
一
八
一
五
年
）「
第
十
三
部

文
」
に
「
太
史
公
必
登
竜
門
探
禹
穴
而
後
為
文
豪
」
と
、
文
学
に
お
け
る
英
雄

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
の
用
例
は
限
定
的

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
広
く
流
通
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
「
文
豪
」
と
い
う
語
が
漢
文
脈
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
江
戸
期
以
前
の

日
本
で
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
は
、
こ
れ
が
明
治
期
以
降
に
翻
訳

語
と
し
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
に
広
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
二
十
年
代
以
降
で
あ
り
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の

広
が
り
と
と
も
に
、
特
に
海
外
の
作
家
を
指
し
て
流
通
、
定
着
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
中
で
比
較
的
早
い
用
例
と
し
て
は
、『
国
民
之
友
』
編
集
人
の
人
見
一

太
郎
が
ゼ
ー
ム
ス
、
ブ
ラ
イ
ス
原
著
、
人
見
一
太
郎
訳
述
『
平
民
政
治
』（
一

八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
、
原
著
はJam

es Bryce, 1st V
iscount 

Bryce, T
he A

m
erican Com

m
onw

ealth, 1888

）
を
刊
行
し
た
際
、『
東

京
日
日
新
聞
』（
同
年
、
十
月
二
十
二
日
）
に
掲
載
し
た
広
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
コ
ン
ト
派
の
哲
学
者
、
大
学
校
の
教
授
に
し
て
英
国
現
今
の
文
豪

な
る
フ
レ
デ
リ
ツ
キ
、
ハ
リ
ソ
ン
氏
の
評
に
曰
く
」
と
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ

リ
ソ
ン
（Frederick H

arrison, 1831-1923

）
を
「
文
豪
」
と
評
す
る
こ
と

で
、
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
イ
ス
（Jam

es 
Bryce, 1838-1922

）
の
著
作
を
読
む
べ
き
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま

た
、
渋
江
保
（
羽
化
仙
史
な
ど
）
が
ま
と
め
た
文
学
史
の
テ
キ
ス
ト
『
英
国
文

学
史
』（
一
八
九
一
〔
明
治
二
十
四
〕
年
）
で
は
、
第
三
篇
第
四
章
に
「
自
余

ノ
詩
傑
文
豪
并
ニ
其
著
作
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー

プ
（A

lexander Pope, 1688-1744

）
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
グ
（Edw

ard 
Y

oung, 1683-1765
）
を
は
じ
め
す
ぐ
れ
た
詩
人
を
「
詩
傑
」、
そ
れ
に
対
し
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て
小
説
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
（D

aniel D
efoe, 

1660-1731
）
や
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（Sam

uel Richardson, 
1689-1761

）
を
「
文
豪
」
と
称
し
て
い
る
。

　

渋
江
保
の
『
英
国
文
学
史
』
が
学
生
向
け
の
参
考
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺

わ
れ
る
よ
う
に
、「
文
豪
」
と
い
う
用
語
は
青
年
期
の
読
者
に
よ
る
文
学
の
受

容
と
密
接
に
拘
わ
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
正
親
町
季
董
「
仏
国
文
豪
小
伝
」

（『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
第
四
十
四
号
、
一
八
九
〇
〔
明
治
二
十
三
〕
年
六

月
）
は
、
当
時
十
五
歳
だ
っ
た
正
親
町
季
董
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー

（V
ictor-M

arie H
ugo, 1802-1885

）
の
伝
記
を
ま
と
め
た
文
章
で
あ
る
。
ま

た
、
許
斐
熊
太
郎
「
大
文
豪
大
傑
作
」（『
学
園
余
芳
』
第
十
号
、
一
八
九
一

〔
明
治
二
十
四
〕
年
一
月
）
で
は
「
大
文
豪
の
大
作
、
独
り
頴
然
と
し
て
勃
発

し
、
人
心
の
幽
裡
を
攪
動
し
、
感
線
を
鼓
叩
し
、
貫
道
の
的
中
を
得
る
も
の
、

其
理
明
瞭
と
し
て
悟
る
可
し
」
と
あ
り
、
Ｕ
．
Ｋ
．「
新
文
豪
」、『
早
稲
田
文

学
』（
第
六
十
七
号
、
一
八
九
四
〔
明
治
二
十
七
〕
年
七
月
）
で
は
「
若
し
現

今
世
界
に
活
動
せ
る
新
思
想
新
感
情
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
若
し
十
九
世
紀
よ

り
二
十
世
紀
に
移
ら
ん
と
す
る
社
会
の
新
風
潮
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
若
し
現

に
世
に
活
動
し
つ
ゝ
あ
る
大
風
潮
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
現
時
の
大
な
る
文
学

を
味
ふ
に
如
く
は
な
し
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
文
豪
」
の
文
章
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
よ
り
深
く
感
動
し
、
西
洋
か
ら
入
っ
て
く
る
新
し
い
「
思

想
」
や
、
小
説
で
描
か
れ
る
現
代
社
会
、
人
間
の
「
感
情
」
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、『
早
稲
田
文
学
』
や
『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
は
も
ち
ろ
ん
、

『
学
園
余
芳
』
は
柳
川
藩
の
藩
校
だ
っ
た
伝
習
館
に
由
来
を
持
つ
柳
河
橘
蔭
学

館
学
園
（
現
在
の
福
岡
県
立
伝
習
館
高
等
学
校
）
の
機
関
誌
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
近
代
的
な
教
育
制
度
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
学
校
に
通
い
学
ぶ
生
徒

や
学
生
と
し
て
の
「
少
年
」
た
ち
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
「
少
年
」

た
ち
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
言
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
発
想
は
、

単
純
に
読
み
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、「
少
年
」
た
ち
が
文
章
を

書
く
と
い
う
こ
と
に
も
接
続
し
て
い
く
。

　

本
原
著
は
西
欧
文
壇
の
大
家
数
十
名
に
檄
し
て
作
文
の
秘
訣
を
問
ひ
其

金
声
玉
振
の
答
案
を
編
集
し
此
を
五
題
に
分
ち
て
附
す
る
に
作
家
の
経
歴

小
伝
を
以
て
し
加
ふ
る
に
其
意
義
を
拡
大
に
し
て
之
を
明
鬯
な
ら
し
め
た

る
も
の
な
れ
ば
、
一
読
し
て
西
欧
諸
文
豪
の
文
に
進
め
る
の
軌
路
を
窺
ふ

こ
と
を
得
べ
く
、
併
せ
て
文
を
作
る
の
神
髄
を
知
る
こ
と
を
得
べ
し
、

�

（
龍
峯
生
「
西
欧
文
豪
談
」、『
少
年
学
術
共
進
会
』
第
四
巻
第
八
号
、

�

一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
八
月
）

　
『
少
年
／
学
術
共
進
会
』
は
博
文
館
の
少
年
雑
誌
『
日
本
之
少
年
』
の
号
外

と
い
う
位
置
づ
け
で
刊
行
さ
れ
、
学
校
の
生
徒
と
し
て
の
「
少
年
」
た
ち
に
よ

る
投
稿
記
事
を
多
く
掲
載
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
少
年
」
た
ち
が
文
章
を

書
く
こ
と
に
拘
わ
る
言
説
に
接
続
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
側
面
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
中
で
「
西
欧
諸
文
豪
」
の
手
に
な
る
文
書
が
「
作
文
の
秘
訣
」
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
文
を
作
る
の
神
髄
を
知
る
」
こ

と
が
で
き
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
文
豪
」
に
よ
る
文
書
を
学

び
、
模
倣
す
る
こ
と
が
、
文
書
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
成
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
い
う
発
想
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
文
学
に
お
い
て

成
功
す
る
こ
と
を
欲
望
す
る
「
少
年
」
た
ち
に
と
っ
て
、「
文
豪
」
が
あ
る
種
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の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　
「
十
二
文
豪
」
と
「E

nglish M
en of Letters

」

　

こ
の
よ
う
に
青
年
期
に
あ
る
学
生
、
生
徒
と
し
て
の
「
少
年
」
た
ち
の
あ
い

だ
で
「
文
豪
」
が
語
ら
れ
る
一
方
、
よ
り
広
い
層
に
「
文
豪
」
と
い
う
用
語
を

流
布
し
た
の
が
、
民
友
社
が
一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
に
平
田
久
『
カ
ー

ラ
イ
ル
』
を
刊
行
し
て
以
降
、
一
九
〇
三
〔
明
治
三
十
六
〕
年
ま
で
十
年
間
に

わ
た
っ
て
全
十
二
巻
、
号
外
五
巻
を
刊
行
し
た
叢
書
「
十
二
文
豪
」
だ
っ
た
。

　

唯
だ
文
界
寂
寥
の
今
日
に
於
て
、
各
そ
の
涯
分
を
竭
く
し
、
以
て
健
全

に
し
て
堅
実
な
る
文
学
の
興
隆
を
望
む
の
余
、
以
て
聊
か
祖
鞭
を
着
せ
ん

と
欲
す
る
の
み
。
若
し
江
湖
の
君
子
、
我
社
区
々
の
徴
衷
を
了
し
首
尾
能

く
吾
人
が
公
言
し
た
る
責
任
を
遂
げ
し
め
ば
豈
に
独
り
我
社
の
幸
福
の
み

な
ら
ん
や
。

�

（『
読
売
新
聞
』
広
告
、
一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
七
月
十
一
日
）

　

叢
書
の
創
刊
に
際
し
て
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
で
は
、
引
用
箇

所
の
直
前
に
「
敢
て
世
界
傑
出
の
文
豪
十
二
人
を
撰
び
た
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
、

唯
だ
各
〳
〵
そ
の
好
む
所
、
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
、
又
た
知
る
所
に
就
て
、

『
十
二
文
豪
』
を
編
纂
し
た
る
の
み
」
と
あ
り
、
北
村
透
谷
、
徳
富
蘇
峰
、
山

路
愛
山
、
宮
崎
湖
処
子
、
徳
富
蘆
花
と
い
っ
た
著
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や

関
心
、
知
識
に
沿
っ
て
ど
の
「
文
豪
」
に
つ
い
て
記
述
す
る
か
を
選
択
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
引
用
部
分
で
は
、
民
友
社
が
同
時
代
の
状
況
を
「
文

界
寂
寥
」
と
認
識
し
て
お
り
、「
江
湖
の
君
子
」
に
対
し
て
「
文
豪
」
の
事
跡

を
広
く
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
啓
蒙
的
な
枠
組
み
が
読
み
取
ら
れ
る
。

　

特
に
、「
十
二
文
豪
」
に
は
「T

he T
w

elve M
en of　

Letters

」
と
い
う

英
題
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
文
豪
」
が
「Letters

」
の
翻
訳
語
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
十
二
文
豪
」
と
い
う
企
画
が
、
一
八
七
八

〔
明
治
十
一
〕
年
か
ら
一
八
九
二
〔
明
治
二
十
五
〕
年
に
か
け
て
ジ
ョ
ン
・

モ
ー
レ
イ
（John M

orley, 1838-1923

）
が
編
纂
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ク
ミ

リ
ア
ン
社
（M

acm
illan Publishers

）
が
刊
行
し
て
い
た
叢
書
「English 

M
en of Letters

」
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の

叢
書
は
、
同
じ
マ
ク
ミ
リ
ア
ン
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
本
の
巻
末
広
告
に

「A
 Series of Short Books to tell people w

hat is best w
orth 

know
ing to the Life, Character, and W

orks of som
e of the great 

English W
riters.

」（John Richard Green, H
istory of the E

nglish 
People, volⅣ

, 1890

）
と
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
文
豪
」
が
書
い
た
作

品
や
、
そ
の
人
生
、
人
物
像
を
「people

」
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
枠
組
み
を

持
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
冊
に
つ
き
一
人
の
作
家
を
取
り
上
げ
る
か
た
ち

で
、『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
』（Leslie Stephen, Sam

uel Johnson, 
1878

）
か
ら
『
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
』（John N

ichol, T
hom

as Carlyle, 
1892

）
ま
で
、
十
五
年
間
で
三
十
九
冊
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
友

社
の
「
十
二
文
豪
」
は
、
こ
の
「English M

en of Letters

」
が
持
っ
て
い

る
「Life, Character, and W

orks

」
を
記
述
す
る
と
い
う
方
法
を
明
確
に

受
け
継
い
で
お
り
、
一
冊
に
つ
き
一
人
の
「
文
豪
」
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
出

版
の
あ
り
方
だ
け
で
な
く
、
内
容
的
に
も
同
じ
枠
組
み
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

一
方
で
こ
う
し
た
叢
書
の
あ
り
方
は
、
伝
記
的
な
内
容
が
教
養
と
し
て
流
布
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す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
「W

orks

」
を
読
者
が
実
際
に
手
に
取
る
こ
と
ま
で

は
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
を
内
在
し
て
い
る
。

　

ト
ー
マ
ス
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
伝
、
十
二
文
豪
の
第
一
巻
と
し
て
出
で
た

り
、
民
友
社
流
一
派
の
訳
文
口
調
を
以
て
、
流
麗
な
る
直
訳
体
に
訳
さ
れ

た
り
、
著
者
は
否
な
訳
書
に
あ
ら
ず

〔
マ
マ
〕」

と
云
ふ
や
も
測
ら
れ
ざ
れ
ど
、

此
の
文
章
口
調
に
依
て
観
れ
ば
著
書
と
は
受
取
れ
ず
、
併
し
我
国
に
知
ら

れ
た
る
西
洋
文
人
中
沙
翁
麻
氏
等
よ
り
も
馴
染
の
新
ら
し
き
人
物
の
伝
記

は
人
の
知
ら
ん
こ
と
を
渇
望
す
る
勿
論
な
れ
ば
、
此
書
は
時
に
取
て
の
有

益
な
る
訳
述
な
り
、

�

（「
十
二
文
豪
／
カ
ー
ラ
イ
ル
」、『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
六
八
五
号
、

�

一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
七
月
二
十
九
日
）

　
「
十
二
文
豪
」
の
同
時
代
評
で
は
、
第
一
巻
『
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
』
が

刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
知
識
人
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
（W

illiam
 Shakespeare, 1564-1616

）
や
ト
マ
ス
・
マ
コ
ー
レ
ー

（T
hom

as Babington M
acaulay, 1800-1859

）
の
よ
う
な
「
馴
染
」
の

「
文
人
」
以
外
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
一
方
で
、「
新
ら
し
き
人

物
の
伝
記
は
人
の
知
ら
ん
こ
と
を
渇
望
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
求
め

ら
れ
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
知
識
、
教
養
と
し
て
西
洋
の
「
文
人
」
に
つ
い
て

の
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
に
よ
る
著
作
に
ま
で
手

を
伸
ば
す
と
い
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
の
枠
組
み
は
、『
文
學

界
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
見
ら
れ
る
。

　

こ
ゝ
に
此
空
前
の
ド
ラ
マ
テ
イ
ス
ト
が
伝
を
立
つ
る
は
、
コ
レ
ル
ジ
、

レ
ル
シ
ン
グ
な
ど
眼
の
前
に
あ
ら
は
れ
た
ら
ん
心
地
し
て
、
出
版
の
日
も

そ
ゞ
に
待
ち
遠
う
に
お
ぼ
ゆ
。

（「
十
二
文
豪
」、『
文
學
界
』
第
八
号
、
一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
八

月
三
十
日
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
十
二
文
豪
」
の
読
者
が
求
め
て
い
た
の
は
、「
文
豪
」
た

ち
を
主
人
公
と
し
た
「
ド
ラ
マ
テ
イ
ス
ト
」
の
伝
記
だ
っ
た
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

（Sam
uel T

aylor Coleridge, 1772-1834

）
や
レ
ッ
シ
ン
グ
（Gotthold 

Ephraim
 Lessing, 1729-1781

）
が
「
眼
の
前
に
あ
ら
は
れ
」
る
と
い
う
よ

う
に
、
海
外
で
活
躍
し
た
過
去
の
偉
人
と
し
て
の
「
文
豪
」
の
人
生
に
触
れ
る

こ
と
自
体
が
主
眼
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
す
る
「
文
豪
」

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
語
ら
れ
、

読
者
に
読
み
取
ら
れ
る
「
文
豪
」
像
が
、
現
実
に
生
き
て
い
た
人
間
の
あ
り
方

そ
の
も
の
と
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
一
〇
年
代
以

降
、「
文
豪
」
と
い
う
用
語
が
よ
り
広
く
流
通
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
し
だ
い

に
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、「
文
豪
」

と
い
う
用
語
が
メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
傾
向
を
帯
び
る
よ

う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
ビ
ョ
ル
ン
ス
テ
ィ
エ
ル
ネ
・
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン

（Bjørnstjerne Bjørnson, 1832-1910

）
の
死
亡
記
事
で
あ
る
「
ビ
ヨ
ル
ン

ソ
ン
氏
」（『
読
売
新
聞
』、
一
九
一
〇
〔
明
治
四
十
三
〕
年
四
月
二
十
九
日
）

や
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
イ
ェ
ン
セ
ン
（W

ilhelm
 Jensen, 1837-1911

）
の
死

亡
記
事
「
文
豪
長
逝
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九
一
一
〔
明
治
四
十
四
〕
年
十
一
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月
二
十
八
日
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
だ
あ
ま
り
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
海
外
作
家
の
死
を
報
じ
る
際
に
、
そ
の
作
家
が
現
地
で
は
著
名
で
あ
る

こ
と
を
示
す
た
め
に
「
文
豪
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
の
作
家
ダ
ン
チ
ェ
ン
コ
（V

ladim
ir Ivanovich N

em
irovich-

D
anchenko, 1858-1943

）
が
来
日
し
た
際
に
『
朝
日
新
聞
』
が
連
日
そ
の
動

向
を
報
じ
た
「
露
国
文
豪
／
ダ
ン
チ
エ
ン
コ
氏
来
京
」（『
朝
日
新
聞
』、
一
九

〇
八
〔
明
治
四
十
一
〕
年
四
月
二
十
九
日
）
を
は
じ
め
と
す
る
記
事
や
、
ス
ペ

イ
ン
の
作
家
ビ
セ
ン
テ
・
ブ
ラ
ス
コ
・
イ
バ
ニ
ェ
ス
（V

icente Blasco 
Ibáñez, 1867-1928

）
が
来
日
し
た
際
の
「
主
義
の
戦
に
半
生
を
捧
げ
て
／
投

獄
三
十
余
回
に
及
ぶ
／
二
十
三
日
来
朝
す
る
文
豪
イ
バ
ネ
ッ
ツ
氏
」（『
朝
日
新

聞
』、
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕
年
十
二
月
十
五
日
）
を
は
じ
め
と
す
る
記
事

な
ど
、
来
日
し
た
作
家
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
、
新
聞
が
「
文
豪
」
と
し
て
書

き
立
て
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

一
方
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
特
に
新
聞
紙
上
に
お
い
て
海
外
の
「
文
豪
」
に

つ
い
て
報
じ
る
際
、
そ
の
作
家
の
手
に
な
る
書
籍
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
で
は

な
く
、
そ
の
人
物
の
一
側
面
に
つ
い
て
連
日
の
よ
う
に
報
道
が
行
わ
れ
、
作
家

像
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
の
作
家
ダ
ヌ
ン
チ
オ
（Gabriele d'A

nnunzio, 1863-
1938

）
は
、「
西
部
戦
場
に
出
動
し
飛
行
機
隊
に
参
加
し
て
華
々
し
き
活
動
を

演
じ
居
た
る
伊
国
文
豪
が

〔
マ
マ
〕ブ

リ
エ
ル
・
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
氏
は
近
く
羅
馬
に
到

着
の
筈
な
り
」（「
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
の
凱
旋
／
伊
国
の
文
豪
飛
行
家
」、『
読
売
新

聞
』、
一
九
一
八
〔
大
正
七
〕
年
十
一
月
十
九
日
）、「
伊
太
利
の
有
名
な
る
文

豪
ダ
ヌ
ン
チ
オ
氏
は
、
羅
馬
よ
り
小
亜
細
亜
印
度
香
港
及
び
支
那
を
経
て
日
本

に
向
け
大
飛
行
を
試
む
可
し
」（「
ダ
ヌ
ン
チ
オ
氏
／
大
飛
行
／
羅
馬
よ
り
日
本

へ
大
文
豪
の
大
快
挙
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
一
九
〔
大
正
八
〕
年
七
月
二
十

三
日
）、「
ダ
ヌ
ン
チ
オ
氏
は
印
度
迄
は
英
国
及
濠
州
飛
行
家
が
英
濠
飛
行
計
画

に
就
て
研
究
せ
る
航
路
を
取
る
な
ら
ん
」（「
滋
野
男
、
伊
文
豪
の
飛
行
計
画
を

評
す
／
乗
用
機
カ
ポ
ロ
ニ
ー
型
東
京
ま
で
十
四
日
間
で
助
手
と
同
乗
せ
ん
／
三

十
一
日
巴
里
特
派
員
発
」、『
朝
日
新
聞
』、
一
九
一
九
〔
大
正
八
〕
年
八
月
八

日
）
な
ど
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
み
ず
か
ら
志
願
し
て
戦
闘
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
し
て
参
戦
し
、
そ
の
後
も
飛
行
機
で
世
界
各
地
を
冒
険
す
る
動
向
が

繰
り
返
し
報
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
作
家
ス
キ
タ
レ
ッ
ト
（Stepan Gavrilovitch Skitalets, 

1869-1941

）
は
、「
老
躯
を
厭
は
ず
故
郷
を
遁
れ
ス
キ
タ
ー
レ
ッ
ツ
（
放
浪
）

と
云
ふ
名
称
の
如
く
朝
鮮
か
ら
日
本
へ
か
け
て
放
浪
の
旅
に
出
か
け
た
の
で
あ

る
と
」（「
圧
迫
か
ら
逃
れ
て
来
朝
す
る
露
国
文
豪
／
タ
ゴ
ー
ル
翁
と
匹
敵
す
る

ス
キ
タ
ー
レ
ッ
ツ
氏
／
そ
の
名
の
如
く
放
浪
の
旅
」、『
朝
日
新
聞
』、
一
九
二

三
〔
大
正
十
二
〕
年
六
月
二
十
四
日
）、「
朝
鮮
各
地
を
放
浪
し
て
一
時
消
息
不

明
だ
つ
た
露
国
文
豪
シ
キ
タ
ー
レ
ツ
ツ
氏
は
ベ
ト
ロ
フ
夫
人
同
伴
で
三
十
日
午

後
六
時
半
関
釜
連
絡
船
慶
福
丸
で
下
関
に
着
し
午
後
八
時
発
特
別
列
車
で
東
京

に
向
つ
た
」（「
露
国
文
学
紹
介
の
為
に
／
来
朝
し
た
露
国
文
豪
／
シ
キ
タ
ー
レ

ツ
ツ
氏
昨
朝
下
関
着
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕
年
七
月
一

日
）
な
ど
、
革
命
を
目
指
し
た
活
動
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
、
世
界
各
地
を
「
放

浪
」
す
る
様
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
（George Bernard 

Shaw
, 1856-1950

）
は
、
日
本
の
満
州
事
変
を
擁
護
し
て
「
皮
肉
た
つ
ぷ
り
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な
言
葉
で
連
盟
を
こ
き
下
ろ
し
た
」（「
シ
ョ
ウ
翁
の
皮
肉
／
連
盟
を
こ
き
下

す
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
三
三
〔
昭
和
八
〕
年
二
月
一
二
日
）
と
報
じ
ら
れ
、

あ
る
い
は
「
御
本
人
が
兎
角
有
名
な
皮
肉
屋
で
つ
む
じ
ま
が
り
と
来
て
ゐ
る
の

で
チ
ヤ
ツ
プ
リ
ン
以
上
に
そ
の
歓
迎
方
法
は
む
づ
か
し
か
ら
う
」（「
ど
う
切
り

出
す
？
難
か
し
い
歓
迎
会
／
は
れ
物
シ
ョ
ウ
翁
能
面
で
気
を
引
く
…
…
／
早
大

演
劇
博
物
館
の
苦
肉
策
」、『
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
三
〔
昭
和
八
〕
年
二
月
十

八
日
）
な
ど
、
日
本
の
満
州
侵
出
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
り
な
が
ら
「
皮
肉

屋
」
で
あ
る
た
め
に
、
来
日
の
際
に
扱
い
に
苦
労
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
憶
測
が
、

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
聞
紙
上
に
お
け
る
「
文
豪
」
報
道
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て

の
作
家
に
焦
点
を
当
て
て
報
道
す
る
際
に
、
あ
る
特
定
の
一
側
面
だ
け
が
繰
り

返
し
語
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
報
道
さ
れ
た
一
面
以
外
の
多
様
な
要
素
が
捨

象
さ
れ
、
そ
の
作
家
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

一
方
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
「
文
豪
」
が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
る
と

き
、
ダ
ヌ
ン
チ
オ
、
ス
キ
タ
レ
ッ
ト
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
が
書
い
た
本
の

内
容
に
つ
い
て
、
新
聞
紙
上
で
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。
ダ
ヌ
ン
チ
オ
に
つ
い
て
は
早
く
森
鷗
外
が
「
春
夕
夢
」（『
東
洋
画

報
告
』、
一
九
〇
三
〔
明
治
三
十
六
〕
年
十
一
月
）
を
、
石
川
戯
庵
が
「
脚
本

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
物
語
」（『
ス
バ
ル
』
一
九
〇
九
〔
明
治
四
十
二
〕
年
九
月

号
）
を
翻
訳
し
て
お
り
、
単
行
本
と
し
て
も
石
川
戯
庵
訳
『
死
の
勝
利
』（
一

九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
）
や
矢
口
達
訳
『
巌
の
処
女
』（
一
九
一
三
〔
大
正

二
〕
年
）、
生
田
長
江
訳
『
死
の
勝
利
』（
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
）
が
刊
行

さ
れ
る
な
ど
、
早
い
時
期
か
ら
国
内
で
か
な
り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

第
一
次
世
界
大
戦
以
前
は
、
島
崎
藤
村
「
仏
蘭
西
だ
よ
り
／
露
西
亜
の
舞
踏
劇

と
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
『
ビ
サ
ネ
ル
』」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年

九
月
七
～
十
日
）、
森
の
人
「
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
近
業
「
ジ
ヨ
リ
オ
の
娘
」」（『
読

売
新
聞
』「
日
曜
付
録
」
一
九
〇
四
〔
明
治
三
十
七
〕
年
十
一
月
六
日
、
十
三

日
）、「
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
新
作
」（『
読
売
新
聞
』「
日
曜
付
録
、
一
九
〇
八
〔
明

治
四
十
一
〕
年
三
月
八
日
）
な
ど
、
た
び
た
び
現
地
で
の
新
作
公
演
の
様
子
や

そ
の
概
要
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
中
か
ら
戦
後

に
か
け
て
「
文
豪
」
と
し
て
報
道
さ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に

は
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
飛
行
機
に
よ
る
冒
険
の
み
が
報
道
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ダ
ヌ
ン
チ
オ
が
ほ
と
ん
ど
新
作
を
発
表
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
そ
の
傾
向
は
非
常
に
顕
著
だ
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
は
舞
台
協
会
に
よ
る
翻
訳
「
悪
魔
の
弟

子
」（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』、（
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
二
月
）、
楠
山
正
雄
訳

『
シ
ー
ザ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
』（
世
界
名
作
文
庫
第
十
、
一
九
三
二
〔
昭
和

七
〕
年
）、「
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
シ
ョ
ー
・
レ
ー
ニ
ン
」（『
改
造
』
一
九
三
三
〔
昭

和
八
〕
年
四
月
）
な
ど
は
出
て
い
た
も
の
の
、
雑
誌
、
新
聞
記
事
の
大
半
が
政

治
的
な
側
面
か
ら
論
評
し
た
り
、
伝
記
的
に
記
述
し
た
り
す
る
も
の
で
、
必
ず

し
も
多
く
の
日
本
人
読
者
が
読
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ス
キ
タ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
尾
瀬
哀
歌
に
よ
る
翻
訳
詩
「
囚
人
」（『
早
稲
田
文
学

（
第
二
次
）』、
一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
六
月
）
や
小
説
「
弥
撤
祭
」（『
新
潮
』、

一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
十
一
月
）、「
サ
ウ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
の
芸
術
及
文

学
」（『
改
造
』、
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕
年
八
月
）、『
世
界
短
篇
小
説
大
系　

露
西
亜
篇
』（
一
九
二
五
〔
大
正
十
四
〕
年
）
に
収
め
ら
れ
た
梅
田
寛
訳
「
氾
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濫
」
の
よ
う
な
短
い
テ
ク
ス
ト
の
ほ
か
は
、
関
口
弥
作
訳
『
苔
の
下
を
潜
つ

て
』（
一
九
二
五
〔
大
正
十
四
〕
年
）
な
ど
が
日
本
語
で
読
め
る
く
ら
い
だ
っ

た
。
そ
の
中
で
先
述
の
新
聞
記
事
で
は
、
現
代
で
い
う
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
お
け

る
芸
能
人
に
つ
い
て
の
報
道
の
よ
う
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
「
文
豪
」

像
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
で
あ
る
種
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
新
聞
の
読
者
が
作
家
を
消
費
し
、
発
信
者
の
側
も
偉
人
と
し
て

の
「
文
豪
」
た
ち
の
振
る
舞
い
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
書
き
立
て
る
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
の
あ
り
方
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五　
「
卑
猥
」
な
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ

　

こ
の
よ
う
に
海
外
の
「
文
豪
」
の
行
動
が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
っ

と
も
早
い
事
例
の
一
つ
と
し
て
、「
文
豪
」
の
用
語
が
広
が
る
以
前
か
ら
「
仏

国
」
の
小
説
に
お
け
る
「
大
家
」
と
さ
れ
、
や
が
て
「
文
豪
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（Em

ile Zola, 1840-1902
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
ゾ
ラ
の
場
合
に
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
「
文
豪
」
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
先
入
観
が
、
そ
の
作
家
の
手
に
な
る
書
籍
を

受
容
す
る
際
に
も
機
能
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
問
題
が
指
摘
で
き
る
。

　

ゾ
ラ
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
本
間
久
雄
や
（
８
）吉

田
精
一
に
よ
っ
て
（
９
）、

明
治
十
年

代
か
ら
二
十
年
代
は
じ
め
の
時
期
に
お
い
て
す
で
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
中
江
篤
介
訳
『
維
氏
美
学
』
下
冊
（
一
八
八
四

〔
明
治
十
七
〕
年
）
で
は
「
材
料
ヨ
リ
構
築
ヨ
リ
一
ニ
之
ヲ
実
述
ニ
照
ラ
シ
、

専
ラ
怪
奇
ヲ
去
リ
テ
平
実
ニ
就
キ
、
読
ム
者
ヲ
シ
テ
真
ニ
此
事
有
リ
シ
ト
思
ハ

シ
ム
、
此
レ
乃
チ
「
レ
ア
リ
ス
ト
」
ノ
名
ノ
出
ル
所
以
ナ
リ
、「
レ
ア
リ
ス
ト
」

ト
ハ
実
事
ヲ
模
写
ス
ル
ノ
義
ナ
リ
」
と
し
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
（Gustave 

Flaubert, 1821-1880

）
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
（Edm

ond de Goncourt, 1822-
1896

）
ら
と
並
ん
で
ゾ
ラ
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
八
八

〔
明
治
二
十
一
〕
年
八
月
一
二
日
か
ら
『
国
民
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
「
仏
国

現
今
実
際
派
文
学
者
の
巨
擘
エ
ミ
ー
ル
、
ゾ
ラ
履
歴
性
向
一
斑
」
で
「
実
際
派

の
巨
擘
」
と
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
森
鷗
外
が
「
小
説
論
」（『
読
売
新
聞
』、
一

八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
一
月
三
日
）
で
「
所
謂
自
然
派
（「
ナ
ト
ユ
ラ
リ

ス
ム
ス
」）」
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
、『
国
民
之
友
』
の
記
事
で
は
「
人
多
く
は
其
作
の
卑
猥
汚
褻
に
流

る
ゝ
を
咎
む
れ
ど
も
、
然
も
其
の
名
家
た
る
こ
と
は
蔽
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
事
実

な
り
」
と
、
そ
の
小
説
が
「
卑
猥
」
で
あ
る
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
。
吉
田
精
一
が
指
摘
し
た
尾
崎
行
雄
に
よ
る
記
事
は
、
そ
う
し
た
側

面
が
よ
り
前
景
化
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

ゾ
ラ
氏
は
此
ほ
ど
学
士
会
員
に
選
挙
せ
ら
れ
た
る
ほ
ど
の
名
士
な
る
が

（
仏
の
学
士
会
員
に
選
挙
せ
ら
る
ゝ
は
非
常
の
難
事
に
て
被
選
者
の
名
誉

は
非
常
に
大
な
り
と
知
る
べ
し
）
其
著
書
に
は
猥
褻
な
る
者
多
く
倫
敦
に

て
之
を
出
版
し
た
る
書
肆
は
淫
猥
俗
を
乱
る
の
廉
を
以
て
数
日
以
前
に
法

廷
に
召
喚
せ
ら
れ
た
り

（
学
堂
生
「
仏
国
の
小
説
」、『
朝
野
新
聞
』、
一
八
八
八
〔
明
治
二
十
一
〕

年
十
月
六
日
）

　

こ
の
よ
う
に
「
淫
猥
」
な
小
説
の
書
き
手
と
し
て
ゾ
ラ
を
位
置
づ
け
る
枠
組

み
は
、
内
田
魯
庵
も
「
彼
れ
好
ん
で
下
賎
な
る
情
欲
の
微
を
写
し
人
間
心
裏
の

醜
悪
を
暴
露
す
、
故
に
感
情
に
動
か
さ
れ
易
き
論
者
は
一
読
─
寧
ろ
一
見
し
て
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是
を
唾
棄
し
不
道
徳
不
純
潔
と
罵
詈
す
。」（
不
知
庵
主
人
「
紅
葉
山
人
の
『
恋

山
賎
』」、『
女
学
雑
誌
』
一
八
七
号
、
一
八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
十
月
十

六
日
）
と
す
る
な
ど
、
文
学
関
係
者
の
あ
い
だ
で
も
言
説
化
さ
れ
て
い
た
。

　

問
題
は
、
特
に
新
聞
紙
上
の
言
説
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
「
淫
猥
」
な
小

説
を
書
く
作
家
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

仏
国
の
大
家
ゾ
ラ
氏
の
著
す
小
説
は
猥
褻
に
し
て
風
俗
を
紊
す
の
虞
あ

り
と
て
其
販
売
を
禁
止
す
べ
し
と
の
議
論
あ
る
に
も
拘
ら
ず
ゾ
ラ
氏
は
近

日
ま
た
「
人
性
の
獣
類
」
と
題
す
る
新
著
書
を
公
に
す
る
由
な
る
が
其
書

中
に
は
巴
里
と
ハ
ー
ブ
ル
を
連
続
す
る
処
の
イ
ー
ス
ト
の
鉄
道
線
中
の
事

を
多
く
載
せ
汽
車
中
に
て
人
殺
の
あ
る
事
な
ど
も
あ
る
由
な
り
右
に
つ
き

ゾ
ラ
氏
は
過
日
来
汽
車
の
機
関
車
に
乗
り
頻
り
に
汽
車
の
模
様
を
探
窮
し

た
り
と
ぞ

（「
ゾ
ラ
氏
の
新
著
」、『
読
売
新
聞
』、
一
八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
六

月
二
十
八
日
）

　

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
な
く
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
統
制
下
に
お
け
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
、V

izetelly

版
の
英
訳
本
に
発
禁
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
報
じ
た

も
の
で
あ
り
、
実
際
に
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書
（Les R

ougon-
M

acquart

）
第
十
五
冊
に
当
た
る
「
大
地
」（La T

erre, 1887

）
の
英
訳
本

が
一
八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
に
発
禁
に
な
っ
た
直
後
に
は
、「
英
国
に
て

は
ゾ
ラ
の
小
説
は
鄙
猥
な
り
と
て
太
く
擯
斥
し
一
般
に
其
販
売
を
禁
止
し
た
る

が
昨
年
十
月
中
倫
敦
の
書
肆
ヘ
ン
リ
ー
、
ワ
イ
ゼ
テ
リ
ー
と
云
ふ
者
は
同
書
を

売
り
し
為
め
法
官
の
起
訴
す
る
処
と
な
り
」（「
本
屋
の
大
痛
事
」、『
読
売
新

聞
』、
一
八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年
七
月
二
八
日
）
と
、
社
主
で
あ
る
ヘ
ン

リ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヴ
ィ
ゼ
テ
リ
ー
（H

enry Richard V
izetelly, 1830-

1894

）
が
罰
金
五
千
フ
ラ
ン
、
三
ヶ
月
の
禁
錮
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
ゾ
ラ
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
読
売
新
聞
』
が
「
ゾ
ラ
氏　

エ

ミ
ー
ル
、
ゾ
ラ
氏
は
仏
蘭
西
大
学
の
国
会
議
員
候
補
者
な
り
と
の
噂
あ
り
」

（
一
八
八
八
〔
明
治
二
十
一
〕
年
八
月
二
十
五
日
）
と
報
じ
て
以
降
、「
ゾ
ラ
氏

学
士
会
員
に
入
ら
ん
と
す
」（『
読
売
新
聞
』、
一
八
八
九
〔
明
治
二
十
二
〕
年

十
一
月
二
十
九
日
）、「
仏
国
文
学
者
の
選
挙
競
争
」（『
読
売
新
聞
』、
一
八
九

二
〔
明
治
二
十
五
〕
年
五
月
二
十
七
日
）
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
や
学
士
会
員

の
選
挙
へ
の
立
候
補
に
つ
い
て
の
報
道
が
次
々
に
行
わ
れ
、「
卑
猥
」
な
小
説

を
書
き
、
選
挙
に
明
け
暮
れ
る
作
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
卑
猥
」
な
小
説
を
書
く
作
家
と
し
て
の
ゾ
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
を
い
ち
早
く
看
取
し
て
利
用
し
て
い
た
の
が
、
山
田
美
妙
で
あ

る
。　

し
か
し
突
然
に
来
た
趣
向
で
も
有
り
ま
せ
ん
、
一
つ
奨
励
の
原
因
が

有
ッ
た
か
ら
で
す
。
わ
れ
面
白
の
至
り
な
が
ら
一
寸
そ
の
仔
細
を
爰
で
言

ひ
ま
し
や
う
。
こ
の
六
月
二
十
二
日
に
は
中
村
座
で
演
藝
矯
風
会
が
有
ッ

た
、
そ
の
時
私
と
同
席
し
て
居
ら
れ
た
の
は
春
廼
舎
主
人
坪
内
君
で
し
た
。

何
か
の
話
の
つ
い
で
、
一
寸
今
日
の
泰
西
の
小
説
大
家
何
某
（
読
者
諸
君
、

あ
て
ゝ
御
覧
な
さ
い
）
の
事
に
話
が
移
り
、
そ
の
新
作
の
趣
向
を
坪
内
君

が
か
い
つ
ま
ん
で
話
さ
れ
た
、
そ
れ
が
此
小
説
の
原
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
田
美
妙
「
い
ち
ご
姫
」
予
告
文
、『
都
の
花
』
十
八
号
、
一
八
八
九
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〔
明
治
二
十
二
〕
年
七
月
七
日
）

　

拙
著
で
指
摘
し
た
よ
う
に
（
（1
（

、
こ
こ
で
美
妙
が
逍
遙
か
ら
借
り
た
と
い
う
「
泰

西
の
小
説
大
家
何
某
」
の
「
小
説
」
は
、
柳
田
泉
が
指
摘
し
た
『
ナ
ナ
』

（N
ana, 1879

）
や
『
ム
ー
レ
神
父
の
あ
や
ま
ち
』（La Faute de l'A

bbé 
M

ouret, 1875

）
で
は
な
く
（
（1
（

『
制
作
』（L'Œ

uvre,1886

）
のV

izetelly

版
英

訳
本
（H

is M
asterpiece, 1887

）
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
美
妙
は
「
読
者
諸

君
、
あ
て
ゝ
御
覧
な
さ
い
」
と
種
本
が
何
で
あ
る
か
探
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に

読
者
を
挑
発
し
つ
つ
、
引
用
箇
所
の
前
の
部
分
で
は
直
前
で
ヒ
ロ
イ
ン
の
い
ち

ご
姫
が
「
淫
婦
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
新
聞
紙
上
で
編
成
さ
れ
た
同
時

代
言
説
に
触
れ
て
い
る
読
者
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
種
本
が
ゾ
ラ
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
連
想
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
美
妙
は
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ゾ
ラ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た

イ
メ
ー
ジ
を
戦
略
的
に
利
用
し
、
自
ら
の
小
説
と
重
ね
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
受

容
さ
れ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
よ
う
に
、「
文
豪
」
と
い
う
用
語
は
明
治
二
十
年
代

に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
「
少
年
」
た
ち
に

と
っ
て
は
、「
文
豪
」
が
文
学
に
よ
っ
て
身
を
立
て
る
た
め
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
し
て
機
能
し
た
り
、「
文
豪
」
の
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
る
こ
と
で
、
西
洋
か
ら

入
っ
て
く
る
新
し
い
文
学
や
思
想
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
い
っ
た
側
面

が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
「
文
豪
」
と
い
う
用
語
は
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
が

広
が
る
中
で
、
文
学
、
作
家
の
通
俗
的
な
受
容
と
も
深
く
拘
わ
っ
て
い
た
。
こ

の
と
き
「
文
豪
」
は
、
小
説
家
が
書
く
小
説
を
読
む
と
い
う
以
上
に
、
偉
人
と

し
て
の
小
説
家
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
小
説
家
が
抱
え
る
一
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
で
作
家
の
イ
メ
ー

ジ
が
形
成
さ
れ
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
作
家
像
を
消
費
し
て
い
く
と
い

う
受
容
の
あ
り
方
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
も
そ

も
「
文
豪
」
と
い
う
用
語
は
偉
人
と
し
て
の
作
家
を
あ
る
種
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
消
費
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
に
用
語
と
し
て
流

通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
用
い
ら
れ
る
「
文
豪
」
と
同
じ

よ
う
な
受
容
の
様
態
を
抱
え
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
と
き
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
化
さ
れ
た
作
家
像
の
編
成
に
終
始
し
た
「
文
豪
」
言
説
が
テ
ク
ス
ト
そ
の
も

の
の
読
解
に
向
か
い
に
く
か
っ
た
の
に
対
し
、
作
家
論
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え
、

文
豪
の
逸
話
を
具
体
的
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
織
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
文
学
テ

ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
受
容
に
も
結
び
つ
い
た
「
文
ア
ル
」
は
、
文
学
の
受
容
だ

け
で
な
く
、
読
者
が
コ
ン
テ
ン
ツ
を
受
容
す
る
と
き
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
明
治
期
に
目
を
戻
せ
ば
、「
文
豪
」
が
海
外
の
作
家
だ
け
で
な
く
日

本
の
作
家
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
生
じ
た
概
念
の
変
容

や
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
の
「
文
豪
」
言
説
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
別
の
問
題
が
見
て
取
ら
れ
る
。
特
に
「
自
然
主
義
」
を
め
ぐ
る
議
論
に

お
い
て
、
文
学
テ
ク
ス
ト
の
発
信
者
側
が
ゾ
ラ
の
通
俗
的
な
受
容
を
拒
否
し
、

文
学
を
通
俗
性
か
ら
切
り
離
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
文
豪
」
を
め
ぐ
る
言
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説
と
の
対
峙
の
仕
方
そ
の
も
の
が
、
同
時
代
の
文
学
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
深

く
拘
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

近
代
に
お
け
る
教
養
主
義
の
あ
り
方
の
問
題
や
作
家
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

記
事
の
報
道
の
問
題
、
描
写
す
る
主
体
の
問
題
な
ど
と
も
深
く
拘
わ
る
こ
と
か

ら
、
稿
を
改
め
て
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

注
１　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
谷
口
晃
平
は
、「
で
き
れ

ば
そ
こ
か
ら
興
味
を
持
っ
た
文
豪
た
ち
が
実
際
に
書
い
た
本
に
も
手
を
伸
ば
し
て
欲
し

い
。
だ
か
ら
、
文
豪
同
士
の
関
係
性
が
読
み
取
れ
る
資
料
、
実
作
を
編
集
し
て
、「
文
ア

ル
」
世
界
を
よ
り
楽
し
め
る
よ
う
な
内
容
に
仕
上
が
っ
た
『
文
学
全
集
』
は
と
て
も
理

想
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。」（「『「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
」
文

学
全
集
』
刊
行
記
念
特
集　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

谷
口
晃
平
／
文
豪
×
ゲ
ー
ム
×
新
潮
社
」、

『
波
』
第
五
七
六
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
五
十
頁
）
と
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
段
階
で
戦

略
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

２　

日
本
古
書
通
信
編
集
部
「
好
評
だ
っ
た
『
文
豪
ゲ
ー
ム
と
初
版
本
』」、『
日
本
古
書

通
信
』
第
一
〇
六
一
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
二
十
二
～
二
十
三
頁

３　

服
部
こ
の
み
「
文
豪
ブ
ー
ム
の
起
源
と
変
遷
に
つ
い
て
」、『
金
城
日
本
語
日
本
文

化
』
第
九
十
四
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
四
十
頁

４　

大
杉
重
男
「『
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
』
か
ら
読
む
徳
田
秋
声
」、『
論
樹
』
第
二
十

八
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
一
〇
五
頁
。
大
杉
は
「『
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
』
に

「
転
生
」
し
た
「
文
豪
」
た
ち　

─
「
徳
田
秋
声
」
と
「
横
光
利
一
」
の
比
較
か
ら
」、

『
論
樹
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
で
も
、
受
容
者
を
「「
腐
女
子
」
や
「
夢

女
子
」」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
（
六
十
七
頁
）、
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
の
女
性
受
容
者

層
に
お
け
る
Ｂ
Ｌ
読
者
や
「
乙
女
ゲ
ー
ム
」
ユ
ー
ザ
ー
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
に
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
「
腐
女
子
」「
夢
女
子
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
留

保
が
必
要
で
あ
る
。

５　
「『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
四
集　

論
文
募
集
の
お
知
ら
せ
／
特
集　

文
学
に

と
っ
て
〈
通
俗
性
〉
と
は
何
か
」、『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
二
集
、
二
〇
〇
五
年

五
月
、
三
七
三
頁

６　

松
原
真
「
毒
婦
物
の
法
廷
」、『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
四
集
、
二
〇
〇
六
年
五

月
、
十
二
頁

７　

鬼
頭
七
美
「
紙
面
の
中
の
『
己
が
罪
』」、『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
四
集
、
二
〇

〇
六
年
五
月
、
三
十
六
～
三
十
七
頁

９　

本
間
久
雄
『
続
明
治
文
学
史　

下
巻
』、
東
京
堂
、
一
九
六
四
年
、
一
八
一
頁

10　

吉
田
精
一
『
自
然
主
義
の
研
究　

上
巻
』、
東
京
堂
、
一
九
五
五
年
、
一
三
〇
頁

11　

拙
著
『
言
語
と
思
想
の
言
説
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
三
頁

12　

柳
田
泉
は
坪
内
逍
遥
の
談
話
を
筆
記
し
た
「「
此
処
や
か
し
こ
」
そ
の
ほ
か
」（『
国

語
と
国
文
学
』
第
十
一
巻
第
八
号
、
一
九
三
四
〔
昭
和
九
〕
年
八
月
）
に
お
い
て
、

「「
ナ
ヽ
」
か
「
ム
ー
レ
和
上
」
の
二
篇
の
う
ち
」（
七
十
九
頁
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

と
い
う
逍
遙
の
発
言
を
受
け
て
、「
明
治
歴
史
小
説
と
山
田
美
妙　

解
題
に
代
へ
て
」

（『
美
妙
選
集
』
上
巻
、
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
五
〔
昭
和
十
〕
年
）
で
「
此
の
作

は
ゾ
ラ
の
『
ナ
ヽ
』、『
ム
ー
レ
和
上
の
堕
罪
』
か
ら
暗
示
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
内

田
魯
庵
氏
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。」（「
歴
史
小
説
集
」
十
頁
）
と
し
、
こ
の
主
張

を
繰
り
返
し
た
。

附
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
の
特
集
「
ア
ダ
プ
ト
さ

れ
た
文
学
の
可
能
性　

平
準
化
す
る
人
文
知
の
受
容
現
象
を
問
う
」
に
お
け
る
口
頭
発

表
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
会
場
に
て
質
疑
を
頂
い
た
先
生
方
、
お
よ
び
特
集
の
登
壇
者

で
あ
る
谷
口
晃
平
氏
、
有
元
伸
子
先
生
、
中
沢
弥
先
生
、
小
松
史
生
子
先
生
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費18K

12299

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
す
。

（
お
お
は
し
・
た
か
ゆ
き　

本
学
准
教
授
）


